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序地域研究年報第37号は，2013年10月20日（日）から26日（土），および2014年５月25日（日）から30日（土）
にかけて実施した筑波大学大学院地誌学野外実験の成果を特集したものである．この野外実験には19名
（2013年），33名（2014年）の大学院生が参加し，呉羽，堤，兼子および山下４名の教員で指導に当たっ
た．さらに，遠藤貴美子氏に現地での指導協力をお願いした．
地誌学野外実験では，大学院生自身が修士論文や博士論文で取り組んでいるテーマについて，他の地
域で同じテーマで調査・分析を試みることが伝統になってきた．それゆえ，同一の地域で個々人がさま
ざまなテーマで調査を実施してきた．しかし，近年，自動車を保有しない大学院生が増える傾向にあり，
グループ調査が主体となってきている．ただし，昼間は目一杯フィールドワークを行い，夕食後のゼミ
では，フィールドワークの結果報告，データ分析やその考察に関して熱心に議論する伝統は不変である．
本号に収録された論文はこうした調査成果をまとめたものである．ただし，これ以外にも２名の大学院
生が，今回の調査結果を基礎として学会誌等へ投稿し，それらはすでに刊行されている（Isono, Takumi 
2014. Regional characteristics of a kleingarten in Saku City, Nagano Prefecture. Tsukuba Geoenvironmental 
Sciences 10: 11-19.；渡邊瑛季 2014．育成基盤の変化からみたスピードスケート競技者育成の地域的差異
―長野県佐久地域を事例として―． 地理空間 ７： 203－220．）．
今回の地誌学野外実験の調査地域は，佐久地域である．これまで，長野県内の松本盆地，諏訪盆地，
長野盆地などが調査対象地域とされてきた．2002年に菅平を拠点としたことはあったが，今回が東信で
実施する初の本格的調査となった．佐久地域は，大きくみれば旧北佐久郡と旧南佐久郡からなる地域で
ある．ただし，今回の調査はほぼ現在の佐久市内で完結していた．調査・分析の結果，佐久地域には多
様な性格が凝縮されていることが再認識された．
佐久地域は東京から長野県への「入り口」に位置する．江戸時代，江戸と信州間の主要交通ルートと
して中山道と甲州街道があったが，その利用頻度は前者が後者を大きく上回っていた．信州で中山道の
最も東の宿場は軽井沢であり，そこから西へ，南へ，岩村田などを経て芦田までに佐久地域で10の宿
場町（間の宿である茂田井を含む）があり，それらは交通や文化の結節点として大きく発展した．しか
し，明治に入り鉄道交通が主体になると中山道の重要性は失われ，宿場町はその性格変化を余儀なくさ
れた.1893（明治26）年には信越線が全通し，中央線よりも早く東京と長野県が鉄道で直接結ばれると，
東京の文化は佐久地域を「入り口」としてより短時間に長野県にもたらされ，生糸などの産品は小県郡
や佐久地域経由で東京に運ばれた．軽井沢が居留外国人の避暑地として，また別荘地域として名声を高
めたように，新しい文化交流ももたらされた．
信越線開通から第二次世界大戦までの期間，佐久地域において中心性を高めたのは，信越線の駅が置
かれた小諸であった．逆に，小海線沿線の岩村田などでは，東京からの直接ルートから外れ，かつての
結節点としての機能は低下した．ただし，南・北佐久郡のそれぞれの郡役所がおかれた臼田と岩村田，
旧制中学校をもつ野沢も中心地として機能し，それぞれで都市文化を育んできた．佐久地域で最も早く
行政市となったのは小諸市であり（1954年），佐久市は1961年，南・北佐久郡の境界に位置する岩村田，
中込，野沢等が合併して誕生した．その後，高度経済成長期以降，佐久市や佐久地域北部ではその位置
的な条件を活かして，複数の工業団地が造成され，工業地域としての性格を強めた．また，中込は，佐
久地域最大の商業地域・盛り場として機能し，「佐久の上海」と呼ばれた．
しかし，1997年に開通した長野新幹線は，佐久地域や佐久市の性格を激変させた．東京と長野県とを
結ぶ高速鉄道の敷設は，小諸市と佐久市の地位を完全に逆転させた．新しくできた佐久平駅の周囲には
都市化が進んでいる．商業施設が集積して佐久地域内から消費者を吸収するのみならず，西部の果樹園
内へと住宅地開発が進行している．逆に，旧来の中心地では商店街の持続性を模索する状態にある．こ
うして佐久地域における佐久市の中心性は，徐々に高まっているようにもみえる．また，北中込にある
三河田工業団地内の工場跡地に，巨大な佐久総合病院佐久医療センターが進出したことは，医療もまた
佐久地域の重要な地域要素であることをうかがわせる．さらに，現在整備が進められている「中部横断
自動車道」によって，今後は南北軸による山梨県や静岡県との交流も期待される．
佐久地域の性格を規定づける特徴はほかにもさまざまある．千曲川の最上流部に位置して標高が高く，
周囲には浅間山や蓼科山などの火山による山麓や御牧ヶ原台地がある．寒冷少雪であることは，「佐久
のスケート」の名声を高めてきた．一方，乏水性であることは，古代より牧場が重要な地位にあり，ま
た稲作のために人びとは用水やため池を整備する必要に迫られてきた．こうした水とのかかわりの中で，
水と関連したさまざまな文化を育んできた．佐久鯉はその生産のみならず食文化要素としても佐久地域
には不可欠であろう．また人口規模に比べて日本酒の醸造所が多いことも佐久地域の特色である．しか
し，水はまた災害をもたらし，人びとの生活を脅かすといった表裏一体の面もある．
本報告書は，さまざまな側面からみた佐久市をはじめする南・北佐久地域の地域性を明らかにしよう
としたものである．本冊子の内容が，佐久市をはじめとする佐久地域の人々にとって何らかの役に立つ
ことができれば，地域研究の一端をになうものとして望外の幸せである．
現地調査に際しては，佐久市関係部署の方々に，資料の提供や閲覧の便宜をはかっていただいた．ま
た，佐久市立図書館，長野県佐久地方事務所，長野県水産試験場，佐久商工会議所，JA佐久浅間，諸
公民館など数多くの関係機関の方々からも貴重なご意見やご協力をいただいた．さらに，聞き取り調査
やアンケート調査のために訪れた事業所や農家，工場，商店，宿泊施設，神社仏閣，さらには市民の方々
に親切に対応していただいた．加えて，調査滞在中の宿泊拠点とした清水屋旅館にもさまざまな便宜を
図っていただいた．以上，記して厚くお礼申し上げる次第である．
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